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可視・赤外画像により様相を著しく変える

台風（7813号台風）
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　ひまわりの画像には，0・55～0・乃μmの可視光を感知

する可視画像（VIS）と，10・5－42・5μmの赤外線を感

知する赤外画像（IR）の2種類がある．’可視画像ば，一’太

陽光の反射の強い雲（含水量の多い雲または厚い雲）が

より白く写る．これに対して，赤外画燥では，背が高く

雲頂温度が低い雲ほど白く写る．このため両者を比べる

ことによりいろいろな情報が得られる．可視・赤外両画

像ともはっきり写るのは厚い背の高い雲であり，赤外画

像でははっきり写るが可視画燥では淡くしか写らないの

は高くて薄い雲（絹雲）である．また，可視画像では写

っているが赤外画像では写らない雲は背の低い雲という

ことである．

　ここでは，可視画像ではっきり写っているが赤外画像

では不明瞭な台風，つまり夜間，赤外画像しか入手でき

なくなり，一気象衛星画像（赤外）からは不明瞭になって

しまった背の低い雲から構成された7813号台風について

紹介する．

　1．背の低い雲から構成されている台風

　周知のように，台風の下層では渦巻状に湿った空気が

中心に向って吹き込んでおり，湿った空気の一部は途中

で上昇運動を始めて小さな積雲あるいは組織化されたら

せん状降雨帯を作るが，大部分は中心近くまで達して上

昇し，そこで潜熱が放出され，さらに上昇が強められ

る．このために台風の眼を取り囲んだ背の高い発達した

雲（内部降雨帯）が生成される．この背の高い発達した

雲は，台風のうずの勢力維持や発達に必要なエネルギー

を得る，いわば熱機関としての働きをしている．したが

って，台風の中心部には背の高い発達した雲のかたまり

が見られるのが普通である（可視・赤外両画像ともはっ

きり写る）．

　しか．し，「ひまわひ」で常時監視できるようにな．っ気

から，台風が温帯低気圧や弱い熱帯低気圧にかわる頃

に，背の低い雲からなる循環を残して，上層雲だけ上層

風に流されて先行してしまうという現象がしばしば観測

される．この場合，赤外画像しか入手できない夜になる

と，背の低い雲からなる循環の中心（ほぼ地上気圧中心

に一致する）は不明瞭になる．

　内部降雨帯という熱機関を確立していない台風は，下

層では循環はあるが，それが上層に達して長時間維持さ

れるということはない．

　7813号台風は，背の低い雲だけの循環であり，内部降

雨帯という熱機関が不十分にもかかわらず，比較的長時

間それを維持していたという典型的な例である．

　2．気象概況

　昭和53年8月18日09時（以下時刻はすべて日本時間で

ある）に，父島の南東海上に発生した弱い熱帯低気圧は

発達しながら西北西に進み，19日09時に父島の南南西の

北緯25度40分，東経141度05分で台風第13号となった．
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第1図　7813号台風の経路図（図中白
　　　　丸は09時の位置）．
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第2図地上天気図（8月20日09時）．
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この時，中心気圧は996mb，最大風速は20m／sであっ

た．その後台風は同程度の勢力を保ちながらしだいに北

へ向きをかえ，20日16時頃徳島県日和佐町付近に上陸し

た．上陸後台風は急速に衰え，同18時に弱い熱帯低気圧

に変った（第1図，第2図）．

　台風の接近に伴い，紀伊半島では雨が強く降り始め，

20日00時から17時までに130mm以上を記録したが，台

風の上陸した四国東部では30mmを超えていない（時

：間雨量でも8mm以下）．

　3．台風の雲写真

　（口絵写真1）は，20日09時の可視画燥と赤外画陳で

ある．可視画像でははっぎり台風の循環が認められる

が，赤外画像でははっきりしない．台風の南西側と，低

い雲の循環が陸地にあたったところでは雲が高くなって

いる．このことは，室戸レーダーの観測（第3図）でも

現われている．図中◎印は，この時刻の台風の中心位置

である（室戸レーダーは南方に関しては，山岳等による

死角はまったく考える必要がない）．これによると，台

風は，高さ4km程度の積雲が主体となって構成されて

いるが，中に10km以上の発達した対流雲も含まれて

いる．

　（口絵写真2）は，8月18日09時から20日21時にかけ

ての赤外画像の組写真である．18日09時の弱い熱帯低気

圧の中心位置は大きな雲のかたまりの西側にある（北西

側にも雲のかたまりがあるが，南西側には高い雲は存在

しない）．弱い熱帯低気圧の東にみられる大きな雲のか

たまりは，同21時には弱い熱帯低気圧の北側に，また台

風となった翌19日09時には南側へと反時計回りに1回転

している．台風になってからは，低い雲の循環だけが北
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第3図　8月20日12時の室戸レーダー観測（図中

　　　　数字はエコー頂で単位はkm．また，英

　　　　字はエコーの強さで，S，Mは，気象庁
　　　　の基準による強，中である．矢印はエコ

　　　　ーセルの進行方向を表わす）．
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第4図　8月19日11時24分の台風眼
　　　　貫通観測飛行による地上風

　　　　分布．（　）内は700mb面

　　　　の風向風速．

西進している．黒潮の本流上にさしかかった20日06時頃

から主として台風の南側に背の高い雲が出はじめ，同12

時には南西象限は背の高い雲でおおわれている．

　4．飛行機観測

　この台風についての飛行機観測は非常に少ないが，そ

の中での最後の観測である19日11時24分の貫通飛行結果

を第4図に示す．飛行機ははじめ海面付近を飛びなが

ら，台風眼に近づき，眼の直前から700mb面にまで高

（500頁へ続く）
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500 ’台』風災害

警報が適切であったために被害を極めて軽微にくい止め

た実例も多いし，その逆に現在の予報技術ではこれ以上

はないという適切な予報が出ていながらそれが活用され

ず，多くの人命被害を受けた例もある．そのような人命

被害の多かった時は，必ずといって良いほどそ’こに住ん

でいる人々が災害に無経験であり，自治体の警報の受け

とめ方や現象発生に対する対応処置に適切さや迅速さを

欠き，大事にいたっている場合が多い．

（502頁より続く）

度を上げて観測している．台風の中心部には背の高い発

達した雲が見られない（背の低い雲からなる循環しかな

い）が，上記の飛行機観測より，海面付近では50ノット

近い風が吹いている（台風の基準の34ノット以上）こと

がわかる．

　5．まとめ

　rひまわり」が打ち上げられてから，今までは資料不

足ではっきりしなかった台風についての種々の情報が得

られている．その結果，台風は必ずしもすべて教科書で

書かれているモデルのようなものではないこともわかっ

てきた．十分発達した台風につも・ては，今までに作られ

ているモデルに合致するものが多いが，それ程発達して

いない台風，特に中緯度で発生した台風については，モ

デルでは説明し難いものも混じっている．この7813号台

風のように，低い雲の循環からなる台風や，気象庁のル

ーチン作業でドーナツ型と呼ばれている台風（中心部で

は風が吹かずに，中心から離れた領域では風が強い台

風「ひまわり」から見ると，穴のあいたドーナツのよ

うに見える）などがある．今後，中緯度で発生するこの

種の台風についての観測が積み重ねられれば，台風の概

念にも若干の変化が生ずるであろう．
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